
1. 既存の経済学的な理論・実証研究等から抽出された、企業行動がイノベーションへ与える正
負の影響メカニズム（資料３－１、資料３－２）や、それら影響メカニズムに基づく具体的
態様を左右する要素（資料４－１、資料４－２、資料４－３）について、各事項の考え方を
どのように評価・採用するか

2. 上記抽出された事項のように文献等で必ずしも明示されていないものの、理論的又は経験則
的に妥当すると考えられるものとしてどのようなものがあるか。（例︓市場構造要因、産業
ライフサイクル、大学等の外部研究主体の存在、補助金・資金調達環境、人材供給環境）

3. 個々の行為類型ごとの影響メカニズムや要素に係る考え方について、他の行為類型でも妥当
したり、類型横断的に敷衍して妥当すると考えられるものとしてどのようなものがあるか。

4. （上記1〜3を踏まえて、）影響メカニズムや要素の全体的な構成の在り方をどのように考え
るか。また、その際、影響メカニズムや要素それぞれの事項間で、イノベーションへの影響
度合いや重要度・先後関係といった量的インパクト、及び事項間の相互関係性をどのように
考えるか。
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